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 平成３０年度より，道徳が「特別の教科 道徳」(仮称)として教科化されます。そこで中条小学校では，これま

でにも増して実践を見直し，より子どもの心を豊かにできるような取り組みを考えています。我々教職員は，道

徳教育を通して子どもたちの豊かな心の成長を願っています。今後，学校での授業後にご家庭でもお子様と話を

して頂き，家庭でのコミュ二ケーションのきっかけとして頂けると幸いです。学校，家庭が連携して子どもたち

の豊かな心の育成を目指していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの学年・クラス

で「道徳の足跡」を残し

ています。通知表渡しや

学校公開などの時に，ど

のようなことを学習した

のかご覧ください。 

３年生の実践 

学期に１～２回を目安に道徳授業後に，学年に応じたワークシートを持ち帰ります。その際に

は，教材を読んでお子様と話をして頂けると嬉しいです。 

子どものふり返り 
お母さんと話し合ったら，わたしのやさしさは「人の気持ちになって考えられ
るところだよ。」と教えてくれました。家族は，わたしが気持ちを分かることで
元気になるそうです。こまっている人を家族のようにたすけたいと思います。 

 

ねらい 

自分のよさに気付き，自分のよい所をのばそうとする態度を育てる。 

あらすじ 

 長所がないと思っていた主人公が「おまじないの言葉」をきっかけに長所

に気づき，長所をのばそうとしていくことで，不得手なこともできるように

なってきた。 
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ねらい 

困っている人や弱い立場の人を思いやり，温かい心で接し，進んで親切にしようとする心情を育てる。 

あらすじ 

 突然りすが来なくなったことを心配したぐみの木は，小鳥にりすのことを相談した。 

小鳥がぐみの実を持ってりすのところへ行ってみると，りすは病気で寝ていた。小鳥は，りすに次の日も来る

ことを約束する。 

次の日はあらしだったが，小鳥はりすのところへぐみの実を届けた。 

あらしの中を来てくれた小鳥に，りすは礼を言う。 

２年生の実践 

小とりさんへ 
わたしだったら行けません。り
すさんも，ぐみの木さんも，きっ
とうれしい気持ちになったと思
います。わたしも小とりさんのよ
うに人をたすけたいです。 

小とりさんへ 
あらしの中行ったのがすごかっ
たよ。ぼくだったら，外にもでら
れないよ。リスさんをたすける
力がすごいよ。 

教師の願い 

小鳥が病気で寝ているりすのために嵐の中でとった行動を通して「親切」ということについて考える

ことができた。 

親切にすることで「自分も相手もほかほかした気持ち」になるという言葉が子どもたちから出てきた。

これからの生活の中で相手の気持ちになって親切な行動をとり，相手はもちろん自分の気持ちもよくな

るということをたくさん経験してほしい。 
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４年生の実践 

ねらい 

父母，祖父母を敬愛し，協力し合って楽しい家庭をつくろうとする心情を育てる。 

あらすじ 

 のび太がお母さんにしかられ，自分が大切にされていないと感じている。そんなのび太がタイムマシンで過

去に戻って自分が産まれた日に，お父さんやお母さんが喜んでいる姿を見る。そして，名前の由来やのび太へ

のお父さん・お母さんの願いや思いを聞く。今，自分がお父さんやお母さんに喜んでもらうにはどうしたらい

いか考えている。 

教師の願い 

親の愛を当たり前のものと思うのではなく，どれだけ思

われ，大切にされているのかということを感じ取らせ，自

分自身が，家族の深い愛情に包まれて，日々成長している

ことに気づかせたかった。 

この授業を通して自分自身も家族の一員としての自覚を

もち，明るく楽しい家庭をつくろうとする気持ちを持つこ

とができたように感じる。 



 


